
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力 画像信号から を作成し， 色面の版を順
次作成して各色を 画像を再現するカラー画像処理装置であって，
　前記入力画像信号を圧縮

圧縮伸長手段と，
　

　

，
　

ことを特徴とする
カラー画像処理装置。
【請求項２】
　

段と，
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された 黒色を含む複数色の画像信号 当該複数
重ね合わせてフルカラー

し格納手段に格納するするとともに，前記格納手段に格納され
た画像信号を伸長する

前記圧縮伸長手段で伸長された画像信号を，前記黒色を含む複数色の画像信号に変換す
る色変換手段と，

前記色変換手段で変換された画像信号に基づき，領域分離信号を生成する領域分離手段
と，
　を有し

前記フルカラー画像の再現にあたって，第１版は前記領域分離信号から生成し，
　第２版以降は前記格納手段に格納される画像信号を読み出し，前記圧縮伸長手段，前記
色変換手段および領域分離手段で処理された領域分離信号から生成する

前記領域分離手段は，
　前記色変換手段で変換された複数画素で構成される画像信号をブロックにするブロック
手

前記ブロック手段でブロックにしたブロック単位に絵柄，背景又は文字であるか判定す



，
　

することを特徴とする カラー画像処理装置。
【請求項３】
　
　前記圧縮伸長手段は， を輝度色差の色空間信号であるＹＩＱ に線形
変換し， サブバンド変換することを特徴とする請求項１または２に記載の
カラー画像処理装置。
【請求項４】
　

することを特徴とする請求項 に記載のカラー画
像処理装置。
【請求項５】
　

【請求項６】
　

【請求項７】
　

【請求項８】
　

【発明の詳細な説明】
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る第１の判定手段と
前記ブロック手段でブロックにしたブロック単位にカラーまたはモノクロであるか判定

する第２の判定手段と，
　前記第１および第２の判定結果に基づき，中間調，黒文字または色文字の領域分離信号
を生成する生成手段と，
　を有 請求項１に記載の

前記入力画像信号はＲＧＢ信号であり，
前記ＲＧＢ信号 信号

該ＹＩＱ信号を

前記圧縮伸長手段は，前記サブバンド変換によって生成したＹＩＱ信号に逆サブバンド
変換を行うことで前記ＲＧＢ信号を生成 ３

入力された画像信号から黒色を含む複数色の画像信号を作成し，当該複数色面の版を順
次作成して各色を重ね合わせてフルカラー画像を再現するカラー画像処理方法であって，
　前記入力画像信号を圧縮し格納手段に格納するするとともに，前記格納手段に格納され
た画像信号を伸長する圧縮伸長工程と，
　前記圧縮伸長工程で伸長された画像信号を，前記黒色を含む複数色の画像信号に変換す
る色変換工程と，
　前記色変換工程で変換された画像信号に基づき，領域分離信号を生成する領域分離工程
と，
　を含み，
　前記フルカラー画像の再現にあたって，第１版は前記領域分離信号から生成し，
　第２版以降は前記格納手段に格納される画像信号を読み出し，前記圧縮伸長工程，前記
色変換工程および領域分離工程で処理された領域分離信号から生成することを特徴とする
カラー画像処理方法。

前記領域分離工程は，
　前記色変換工程で変換された複数画素で構成される画像信号をブロックにするブロック
工程と，
　前記ブロック工程でブロックにしたブロック単位に絵柄，背景又は文字であるか判定す
る第１の判定工程と，
　前記ブロック工程でブロックにしたブロック単位にカラーまたはモノクロであるか判定
する第２の判定工程と，
　前記第１および第２の判定結果に基づき，中間調，黒文字または色文字の領域分離信号
を生成する生成工程と，
　を含むことを特徴とする請求項５に記載のカラー画像処理方法。

前記入力画像信号はＲＧＢ信号であり，
　前記圧縮伸長工程は，前記ＲＧＢ信号を輝度色差の色空間信号であるＹＩＱ信号に線形
変換し，該ＹＩＱ信号をサブバンド変換することを特徴とする請求項５または６に記載の
カラー画像処理方法。

前記圧縮伸長工程は，前記サブバンド変換によって生成したＹＩＱ信号に逆サブバンド
変換を行うことで前記ＲＧＢ信号を生成することを特徴とする請求項７に記載のカラー画
像処理方法。



【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は，フルカラーデジタル複写機あるいはフルカラーデジタルプリンタ・フルカラ
ーデジタルファクシミリ装置などの画像形成装置において画像データの圧縮機能を有し，
デジタルカラー画像処理を行うカラー画像処理装置 に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年，電子写真方式によるカラーレーザ記録技術の開発が，特にデジタルフルカラー分野
において盛んに行われており，その中で画質の高品位化が要求されている。この高品位な
画質を達成するために，デジタル画像処理を施して原稿画像に忠実な，場合によってはよ
り美しい再現性を実現している。
【０００３】
たとえば，感光体ドラムが１つのカラー複写機では，スキャナで読み取った原稿データか
ら，Ｙ（イエロー），Ｍ（マゼンタ），Ｃ（シアン），Ｋ（黒）の４色のデータを作成し
，４色面の版を順に作成し，それを順次重ね合わせてフルカーの画像を再現している。こ
の場合，カラーＣＣＤラインセンサーを用いて原稿を光学的に読み取ったＢ（青），Ｇ（
緑），Ｒ（赤）の色分解信号についてグレイバランスの調整を行った後，カラーの色材信
号ＹＭＣに変換している。そして，墨版（Ｋ）生成・下地除去を行い，領域分離型フィル
タでモアレや網点の除去とエッジ強調を施し，ガンマ補正の後に階調処理さたデータで変
調されたレーザ光を帯電されている感光体ドラムを露光（光書き込み）し，各色の画像を
形成している。
【０００４】
ところが，１ページ分のメモリを持たない画像形成装置では，４回のスキャン（光学稿走
査）を行わなければならず，その度に領域分離が行われていた。しかし，Ｙ，Ｍ，Ｃ，Ｋ
の４回の領域分離結果は，振動やノイズに起因し，全て同じになるとは限らず，その結果
，黒文字の途切れ（一部欠落）などの画質上の不具合が発生するという問題点があった。
【０００５】
そこで，このような不具合を解消する技術として，たとえば特開平５－１４５７５１号公
報の『カラー画像処理装置の領域識別信号処理回路』が開示されている。この回路は，第
１版目で得られた領域分離結果のみを１ページ分保持するページメモリを設けることによ
り，４版の印字で分離結果を同一にし，上述の不具合の解消を図っている。
【０００６】
また，１ページ分のページメモリを持つ画像形成装置では，第１版印字と同時にページメ
モリに画像データを格納し，第２版以降はページメモリから読み出したデータで印字を行
っている。また，領域分離結果を格納するメモリの代わりにページメモリを持つことで，
領域分離結果を全ての版と同一として上述の不具合を解消している。
【０００７】
ところで，ページメモリを持つ画像形成装置は，画像の回転処理や編集加工などを行うこ
とができるという利点，および１原稿に対して１回の読み取り走査（スキャン）を行えば
よいので，消費電力・動作時の騒音を抑制することができ，かつ印字速度を高速化するこ
とができるなどの利点を有している。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら，上記に示されるような従来の特開平５－１４５７５１号公報に開示されて
いる技術にあっては，領域分離結果を格納するためのメモリを別に必要とするため，メモ
リ増加によるコストアップを招来させると共に，ページメモリを持たないため，上述した
ような利点がなくなってしまうなどの問題点があった。
【０００９】
また，ページメモリを持つ画像形成装置にあっては，１ページ分のメモリ容量が非常に大
きく，やはりコストアップとなる。たとえば，解像度６００ｄｐｉ，階調度２４ｂｉｔ／
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およびカラー画像処理方法



ｐｉｘｅｌ，記録紙サイズＡ３の場合には，２５６ＭＢｙｔｅの容量となる。このメモリ
容量を削減する１つの方法としてデータ圧縮の技術を適用することも考えられるが，ペー
ジメモリから読み出すデータが第１版印字時と同じでなければ，分離結果が全版同一にな
らないため，もとの情報に完全復元できる可逆圧縮を行う必要がある。つまり，可逆圧縮
は画質が向上するものの，非可逆圧縮と比較して，圧縮率を高めることができないため，
メモリ容量を削減するという上述の課題が解消されないという問題点があった。
【００１０】
　本発明は，上記に鑑みてなされたものであって，画質劣化を抑制し，低コストで，かつ
高速なページメモリを有するカラー画像処理装置 を提供するこ
とを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するために，請求項１に係るカラー画像処理装置にあっては，入力

画像信号から を作成し， 色面の版を順次作成し
て各色を 画像を再現するカラー画像処理装置であって，前記入力
画像信号を圧縮

圧縮伸長手段と，

，

ものである。
【００１２】
すなわち，本発明の請求項１によれば，ＹＭＣＫ全版で同一の復元信号（Ｂ’，Ｇ’，Ｒ
’）を元に領域分離手段による処理を行うことにより，版の違いによって生じやすかった
領域分離結果のずれ発生が回避される。
【００１３】
　また，請求項２に係るカラー画像処理装置にあっては，

段と，

，

するものである。
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さ
れた 黒色を含む複数色の画像信号 当該複数

重ね合わせてフルカラー
し格納手段に格納するするとともに，前記格納手段に格納された画像信号

を伸長する 前記圧縮伸長手段で伸長された画像信号を，前記黒色を含む
複数色の画像信号に変換する色変換手段と，前記色変換手段で変換された画像信号に基づ
き，領域分離信号を生成する領域分離手段と，を有し 前記フルカラー画像の再現にあた
って，第１版は前記領域分離信号から生成し，第２版以降は前記格納手段に格納される画
像信号を読み出し，前記圧縮伸長手段，前記色変換手段および領域分離手段で処理された
領域分離信号から生成する

前記領域分離手段は，前記色変
換手段で変換された複数画素で構成される画像信号をブロックにするブロック手 前
記ブロック手段でブロックにしたブロック単位に絵柄，背景又は文字であるか判定する第
１の判定手段と 前記ブロック手段でブロックにしたブロック単位にカラーまたはモノク
ロであるか判定する第２の判定手段と，前記第１および第２の判定結果に基づき，中間調
，黒文字または色文字の領域分離信号を生成する生成手段と，を有

また，請求項３に係るカラー画像処理装置にあっては，前記入力画像信号はＲＧＢ信号
であり，前記圧縮伸長手段は，前記ＲＧＢ信号を輝度色差の色空間信号であるＹＩＱ信号
に線形変換し，該ＹＩＱ信号をサブバンド変換するものである。

また，請求項４に係るカラー画像処理装置にあっては，前記圧縮伸長手段は，前記サブ
バンド変換によって生成したＹＩＱ信号に逆サブバンド変換を行うことで前記ＲＧＢ信号
を生成するものである。

また，請求項５に係るカラー画像処理方法にあっては，入力された画像信号から黒色を
含む複数色の画像信号を作成し，当該複数色面の版を順次作成して各色を重ね合わせてフ
ルカラー画像を再現するカラー画像処理方法であって，前記入力画像信号を圧縮し格納手
段に格納するするとともに，前記格納手段に格納された画像信号を伸長する圧縮伸長工程
と，前記圧縮伸長工程で伸長された画像信号を，前記黒色を含む複数色の画像信号に変換
する色変換工程と，前記色変換工程で変換された画像信号に基づき，領域分離信号を生成
する領域分離工程と，を含み，前記フルカラー画像の再現にあたって，第１版は前記領域
分離信号から生成し，第２版以降は前記格納手段に格納される画像信号を読み出し，前記
圧縮伸長工程，前記色変換工程および領域分離工程で処理された領域分離信号から生成す
るものである。

また，請求項６に係るカラー画像処理方法にあっては，前記領域分離工程は，前記色変



　

　

【００１４】
　すなわち，本発明の請求項２ によれば，

【００１５】
【発明の実施の形態】
　以下，本発明のカラー画像処理装置 について添付図面を参照
し，詳細に説明する。
【００１６】
〔実施の形態１〕
（システムの構成）
図１は，実施の形態１に係るカラー画像処理装置のシステム構成を示すブロック図である
。図において，１０１は原稿照明系（図示せず）および結像光学系（図示せず）によって
結像された原稿の反射光を，光電変換し，青（Ｂ），緑（Ｇ），赤（Ｒ）のアナログ信号
（ＢＧＲ信号）として出力するカラーＣＣＤラインセンサー，１０２はカラーＣＣＤライ
ンセンサー１０１の感度のバラツキ，原稿照明系における光源の光量ムラによる歪みの補
正を行うシェーディング補正回路，１０３は後述する如く，入力されたＢ，Ｇ，Ｒ画像信
号を，輝度色差の色空間信号に線形変換し，入力画像信号を圧縮・伸長する圧縮伸長手段
としての圧縮伸長部，１０４は圧縮伸長部１０３で圧縮処理された画像信号を格納するペ
ージメモリ，１０５は操作部（図示せず）の指定に基づいて指定色変換，ペイント，トリ
ミング，マスキングの各処理を実行し，反射率－電圧リニア信号（ＢＧＲ）を濃度－電圧
リニア信号Ｙ（イエロー），Ｍ（マゼンタ），Ｃ（シアン）に変換・出力する色変換手段
としての色変換部，１０６はＹＭＣ信号の各信号中のグレイ成分を分離（下色除去：ＵＣ
Ｒ処理）して墨信号（Ｋ：黒））に置き換えＹＭＣＫの４色信号を生成する墨版生成下地
除去手段としての墨版生成下地除去部，１０７は複数画素をブロック化して絵柄／背景／
文字，カラー／白黒を判定し，これらを合成して中間調／黒文字／色文字の領域分離信号
を生成する領域分離手段としての領域分離型フィルタ，１０８はガンマ特性の補正を行う
ガンマ補正部，１０９は所定の階調性処理を行う階調処理部である。
【００１７】
（システムの動作）
以上のように構成されたカラー画像処理装置は，読み取った原稿データから，Ｙ（イエロ
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換工程で変換された複数画素で構成される画像信号をブロックにするブロック工程と，前
記ブロック工程でブロックにしたブロック単位に絵柄，背景又は文字であるか判定する第
１の判定工程と，前記ブロック工程でブロックにしたブロック単位にカラーまたはモノク
ロであるか判定する第２の判定工程と，前記第１および第２の判定結果に基づき，中間調
，黒文字または色文字の領域分離信号を生成する生成工程と，を含むものである。

また，請求項７に係るカラー画像処理方法にあっては，前記入力画像信号はＲＧＢ信号
であり，前記圧縮伸長工程は，前記ＲＧＢ信号を輝度色差の色空間信号であるＹＩＱ信号
に線形変換し，該ＹＩＱ信号をサブバンド変換するものである。

また，請求項８に係るカラー画像処理方法にあっては，前記圧縮伸長工程は，前記サブ
バンド変換によって生成したＹＩＱ信号に逆サブバンド変換を行うことで前記ＲＧＢ信号
を生成するものである。

，６ ブロック単位に絵柄，背景又は文字である
か判定し，さらにブロックにしたブロック単位にカラーまたはモノクロであるか判定する
ことにより，文字と網点領域とに分離することが可能になる。
　また，本発明の請求項３，７によれば，ＲＧＢ信号を輝度色差の色空間信号であるＹＩ
Ｑ信号に線形変換し，該ＹＩＱ信号をサブバンド変換することにより，符号化効率を向上
させることが可能になる。
　また，本発明の請求項４，８によれば，サブバンド変換によって生成したＹＩＱ信号に
逆サブバンド変換を行うことにより，ＲＧＢ信号を生成することが可能になる。
　また，本発明の請求項５によれば，ＹＭＣＫ全版で同一の復元信号（Ｂ '，Ｇ '，Ｒ '）
を元に領域分離工程による処理を行うことにより，版の違いによって生じやすかった領域
分離結果のずれ発生が回避される。

およびカラー画像処理方法



ー），Ｍ（マゼンタ），Ｃ（シアン）．Ｋ（黒）の４色のデータを作成し，さらに，その
４色面の版を順に作成して各色を重ね合わせることによってフルカラーの画像を再現する
ものである。以下詳細に説明する。
【００１８】
カラーＣＣＤラインセンサー１０１で読み取ったＢ，Ｇ，Ｒ信号は，シェーディング補正
部１０２に送られる。このシェーディング補正回路１０２では，適正レベルに増幅され，
かつＡ／Ｄ変換されたＢ，Ｇ，Ｒ信号を入力し，該信号に含まれるノイズ，すなわち，カ
ラーＣＣＤラインセンサー１０１の感度のバラツキ，原稿照明系における光源の光量ムラ
による歪みの補正処理を行った後，その画像信号を圧縮伸長部１０３に供給する。そして
，圧縮伸長部１０３では，Ｂ，Ｇ，Ｒ信号を順次圧縮し，圧縮した信号をページメモリ１
０４に格納する。また，この格納動作と同時に，圧縮された画像信号を伸長し，Ｂ’，Ｇ
’，Ｒ’信号として色変換部１０５に供給する。
【００１９】
次いで，色変換部１０５は，圧縮伸長部１０３から供給されたＢ’，Ｇ’，Ｒ’信号をＹ
，Ｍ，Ｃの信号に変換する。さらに，このＹＭＣ信号は，墨版生成下地除去部１０６によ
って墨版生成および下地除去が行われ，領域分離型フィルタ１０７に送られる。領域分離
型フィルタ１０７では，複数画素で構成される画像信号をブロック化し，該ブロック単位
に絵柄／背景／文字，カラー／白黒であるかを判定し，これらを合成して中間調／黒文字
／色文字の領域分離信号を生成する。
【００２０】
さらに，領域分離型フィルタ１０７によって生成された領域分離信号に，ガンマ補正，階
調処理を施し，第１版が印字される。そして，第２版以降は，ページメモリ１０４から取
り出した圧縮データを，圧縮伸長部１０３によってＢ’，Ｇ’，Ｒ’信号に伸長し，これ
を色変換部１０５に送り，以下同様の処理を行って印字する。このとき，領域分離型フィ
ルタ１０７に供給されるＹＭＣ信号は，全版同一であるので分離結果も全版同一となり，
先に述べたような不具合は発生しない。
【００２１】
さらに，領域分離型フィルタ１０７および圧縮伸長部１０３について詳述する。領域分離
型フィルタ１０７では，複数画素をブロック化して絵柄／背景／文字，カラー／白黒を判
定し，これらを合成して中間調／黒文字／色文字の領域分離信号を生成する。この際に所
定値を超えるＹ，Ｍ，Ｃ信号のランを画素単位で計数し，その値に基づいてさらにブロッ
ク単位でランレングスを測定する。そして，網点領域では長くなり，他方，文字領域では
文字間隔が網点ピッチより長くなってブロックレングスは短くなるので，これを利用し，
文字と網点領域とに分離することができる。。このような分離方法によって，黒文字領域
か否かを判断し，Ｃ，Ｍ，Ｙ版のデータをリセットする。
【００２２】
圧縮伸長部１０３では，入力されたＢ，Ｇ，Ｒ画像信号を，まず，輝度色差の色空間信号
Ｙ，Ｉ，Ｑ（「輝度－色差」空間ＹＩＱ）に線形変換する。例として以下に変換式を示す
。
Ｙ＝０．３０Ｒ＋０．５９Ｇ＋０．１１Ｂ
Ｉ＝０．７４（Ｒ－Ｙ）－０．２７（Ｂ－Ｙ）
Ｑ＝０．４８（Ｒ－Ｙ）＋０．４１（Ｂ－Ｙ）
【００２３】
このような「輝度－色差」空間ＹＩＱへの変換によって，画像の統計的電力を輝度信号Ｙ
に集中させ，エントロピーを減少させることができる。つまり，画像のエントロピーを減
少することにより符号化効率が向上する。
【００２４】
次に，輝度色差の色空間信号Ｙ，Ｉ，Ｑをそれぞれサブバンド変換する。例として，最も
簡単な変換式を下記に示す。
ローパスフィルタＳ（ｎ）＝｜（ｘ（２ｎ）＋ｘ（２ｎ＋１））２｜
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ハイパスフィルタＤ（ｎ）＝ｘ（２ｎ）＋ｘ（２ｎ＋１）
【００２５】
図３は，実施の形態に係るサブバンド変換例を示すブロック図である。図において，３０
１は図示の如く配置されたローパスフィルタＳ（ｎ）およびハイパスフィルタＤ（ｎ）に
よる水平方向フィルタ，３０２は図示の如く配置されたローパスフィルタＳ（ｎ）および
ハイパスフィルタＤ（ｎ）による垂直方向フィルタである。
【００２６】
図３において，元画像に対して，まず水平方向に，ローパスフィルタＳ（ｎ）およびハイ
パスフィルタＤ（ｎ）をかけ，続いて垂直方向にも同様のフィルタ処理を施し，水平高域
（ＨＬ），垂直高域（ＬＨ），対角高域（ＨＨ），低域（ＬＬ）の４つの周波数帯域信号
を生成する。電力が集中する低域係数にサブバンド変換を再帰的に行うことによって，さ
らのエントロピーを減少させ，符号化効率を向上させることもできる。最後に，生成され
た係数を量子化し，ページメモリ１０４へ格納する。
【００２７】
変換係数は，ブロック単位に固定のビット数に量子化される。このサブバンド変換係数の
量子化の例を図４に示す。図４に示す例では，入力８ｂｉｔ／ｐｉｘｅｌの２×２のブロ
ックに対して，低域（ＬＬ）＝８ｂｉｔ，水平高域（ＨＬ）＝垂直高域（ＬＨ）＝９ｂｉ
ｔ，対角高域（ＨＨ）＝１０ｂｉｔの変換係数（合計３６ｂｉｔ）を８ｂｉｔに量子化し
ている。ここでは，ブロック単位に固定長圧縮されているので，ビット数の配分を変えて
やることによって，さらに効果的な量子化を行うことができる。
【００２８】
たとえば，高周波係数の絶対値が所定値を超えるようなブロックでは，図４（ａ）に示す
ように，高周波係数のビット配分を増やし，それ以外のブロックでは図４（ｂ）に示すよ
うに低周波係数のビット配分を増やすように配分する。
【００２９】
また，圧縮データを伸長する場合は，各量子化係数を使ってサブバンド逆変換を行い，Ｙ
’，Ｉ’，Ｑ’信号を取得し，Ｂ’，Ｇ’，Ｒ’信号に逆変換する。なお，サブバンド変
換やＢＧＲとＹＩＱの相互変換は可逆変換であるが，係数の量子化の過程で本圧縮方式は
非可逆変換となっている。量子化を行わなければ可逆であるが，入力３２ｂｉｔ／ｂｌｏ
ｃｋが３６ｂｉｔ／ｂｌｏｃｋに変換されるので，圧縮にはならない。また，ここでは，
３２ｂｉｔ／ｂｌｏｃｋを８ｂｉｔ／ｂｌｏｃｋに圧縮しているが，たとえば，３２ｂｉ
ｔ／ｂｌｏｃｋを６ｂｉｔ／ｂｌｏｃｋにすると，圧縮率は高まるが，量子化誤差が増大
するので画質劣化が大きくなる。一般に，圧縮率と画質とは相反する関係がある。
【００３０】
したがって，この実施の形態１によれば，ＹＭＣＫ全版で同一の信号（Ｂ’，Ｇ’，Ｒ’
）をもとに領域分離型フィルタ１０７による処理を行うことにより，版の違いによって領
域分離結果のずれが生じないので，高画質の印字が実現する。
【００３１】
〔実施の形態２〕
（システムの構成）
図２は，実施の形態２に係るカラー画像処理装置のシステム構成を示すブロック図である
。このカラー画像処理装置は，前述した図１の構成に対し，構成要素は同一であるが，画
像信号の流れが一部異なる。つまり，シェーディング補正後の画像信号を圧縮伸長部１０
３と色変換部１０５に対して同時に供給するようになっている。したがって，図１と同一
符号を付し，その説明は省略する。
【００３２】
（システムの動作）
次に，図２の如く構成されたカラー画像処理装置の動作について説明する。カラーＣＣＤ
ラインセンサー１０１で読み取ったＢ，Ｇ，Ｒ信号は，まず最初に先に述べたと同様に，
シェーディング補正回路１０２に送られる。このシェーディング補正回路１０２では，カ
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ラーＣＣＤラインセンサー１０１の感度のバラツキ，原稿照明系における光源の光量ムラ
による歪みの補正処理を行った後，その画像信号を圧縮伸長部１０３および色変換部１０
５に供給する。圧縮伸長部１０３では，Ｂ，Ｇ，Ｒ信号を順次圧縮し，圧縮した信号をペ
ージメモリ１０４に格納する。
【００３３】
上述の処理と並行して，色変換部１０５は，シェーディング補正回路１０２からから供給
されたＢ’，Ｇ’，Ｒ’信号をＹ，Ｍ，Ｃの信号に変換する。さらに，このＹＭＣ信号か
ら，墨版生成下地除去部１０６によって墨版生成および下地除去が行われ，Ｋ（黒）信号
が生成され，領域分離型フィルタ１０７に送られる。領域分離型フィルタ１０７では，複
数画素で構成される画像信号をブロック化し，該ブロック単位に絵柄／背景／文字，カラ
ー／白黒であるかを判定し，これらを合成して中間調／黒文字／色文字の領域分離信号を
生成する。
【００３４】
さらに，領域分離型フィルタ１０７によって生成された領域分離信号に，ガンマ補正，階
調処理を施し，第１版であるＫ（黒）版が印字される。そして，第２版以降は，ＹＭＣ版
を順にページメモリ１０４から取り出し，その圧縮データを，圧縮伸長部１０３によって
Ｂ’，Ｇ’，Ｒ’信号に伸長し，これを色変換部１０５に送り，以下同様の処理を行って
印字する。
【００３５】
圧縮伸長部１０３で非可逆変換をＹＭＣＫ全版に対して行った場合，印字画質に及ぼす影
響は，ＹＭＣ版よりＫ版の方が大きい。このため，この実施の形態２では，分離結果を同
一にすることができないが，Ｋ版が非可逆変換（厳密にはもとの情報に復号化されない）
による画質劣化を受けないので，その分，実施の形態１に比べて圧縮率を高めることがで
きる。
【００３６】
すなわち，この実施の形態２によれば，画質に最も大きな影響を及ぼすＫ（黒）版は，圧
縮伸長による劣化を受けないので，高画質の印字が得られる。また，Ｋ版に比べて影響の
少ないＹＭＣ版に対しては圧縮データを用いているので，圧縮率を高めることができ，そ
の分ページメモリの容量を削減することができ，低コスト化が実現する。
【００３７】
【発明の効果】
　以上説明したように，本発明に係るカラー画像処理装置（請求項１）

によれば，ＹＭＣＫ全版で同一の復元信号（Ｂ '，Ｇ '，Ｒ '）を元に領
域分 理を行うことにより，版の違いによって生じやすかった領域分離結果のずれ発生
を回避し，結果として画像品質の優れた作像信号を画像形成装置に供給するため，画質劣
化を抑制し，低コストで，かつ高速なページメモリを有するカラー画像処理装置

を提供することができる。
【００３８】
　また，本発明に係るカラー画像処理装置（請求項２），

によれば，

【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１に係るカラー画像処理装置のシステム構成を示すブロック
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，カラー画像処理
方法（請求項５）

離処

，カラー
画像処理方法

カラー画像処理方法（請求項６
） ブロック単位に絵柄，背景又は文字であるか判定し，さらにブロックにした
ブロック単位にカラーまたはモノクロであるか判定することにより，文字と網点領域とに
分離することができる。
　また，本発明に係るカラー画像処理装置（請求項３），カラー画像処理方法（請求項７
）によれば，ＲＧＢ信号を輝度色差の色空間信号であるＹＩＱ信号に線形変換し，該ＹＩ
Ｑ信号をサブバンド変換することにより，符号化効率を向上させることができる。
　また，本発明に係るカラー画像処理装置（請求項４），カラー画像処理方法（請求項８
）によれば，サブバンド変換によって生成したＹＩＱ信号に逆サブバンド変換を行うこと
により，ＲＧＢ信号を生成することができる。



図である。
【図２】本発明の実施の形態２に係るカラー画像処理装置のシステム構成を示すブロック
図である。
【図３】本発明の実施の形態に係るサブバンド変換例を示すブロック図である。
【図４】本発明の実施の形態に係るサブバンド変換係数の量子化の例を示す説明図である
。
【符号の説明】
１０１　カラーＣＣＤラインセンサー
１０３　圧縮伸長部
１０４　ページメモリ
１０５　色変換部
１０６　墨版生成下地除去部
１０７　領域分離型フィルタ
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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